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片瀬餅つき唄

ねり唄その①

ヤーレユロ出度ヨロ(アードウシタ)話産の(アメデタノ)薯悪繰よ

年_レエ覆もヨと(アードウシタ)かえて(アサカエテ)桑も摂る

ヤーレニ相州片 (テードウシタ)源の (カタセノ)逆 りの松は

な   の こ

ヤキレエ松はヨ緒 (アードウシタ)れ ても (アカレテモ)ど名性残る

餅つき唄
うた

ねり唄その②

レ富圭のチ~畠警 ギャョォ (アーマダ幸が)'レ サ胃 でおける

レ溶けてナー流れてヨオ (アーマダマダ)ア レサ三島にそそぐ
'

レ差したナT群 キヤヨォ (アーマダマダ)ア レサ中見ておのみ

レ中にゃナー鶴亀ヨオ (アーマダマダ)ア レサ五葉の松
｀

う光
唄ア

じ

療
時るねを

携
餅
／
ｒ
ヽ

2 .

もち

ヤ

ヤ

ヤ

ヤ

2.



か た せ もち   う た

片瀬餅つ簿瞑
il r

鎌っき賛 っき強その① 鎌をつく運に強う

1.畠晶崖ゃここの象の糠にゃ 畏いてソキャ 黄金のを覆は整穫

長ぃてソキャ ぎ墨あ覆は整穫

2.片 瀬の村は軽い締 話は落後ろはポ務、ポ株

3.江 の島見たか―逮芦員たか― 逮岸は見た訪 畠聡
じ
がまだ負ぬ  u

4.ジンジーバンノ`きれば議のこと 援のこ1と書わなきゃお茶が歎めない

5。片瀬の援に署競あリー 名もとにすは江の島沖にゃ遂圏

6。 江の島諦で餅つけば 音 のよ一さ音のよ一 さ岩 にひびける

餅つき唄 つ き唄その②

l、キレ自晶たぁサ自島たぁの(ソレ)署藩藻よャレ覆もおチ粟えて(ソレ)彙も震る

2 .ヤ レ相|デfサ片瀬の (ソレ)逆 りの松は ヤ レ松はサ枯れても (サレ)名 は残る

3.ヤレお誘サ督まで(ソレ)わしゃ九十九までヤレ業に自髪の(ソレ)昼え孔ぎ
4.ヤレお誘サ飲んだ豊れじゃ(ツレ)レ

し
ピがもたぬ

阜移瞥
じ
ピどころか(ソレ)身がもたぬ

5.ヤ レ娘 したがる (ソレ)堂 覇寵エ ャ レさせて見たがる (ソレ)針 仕事

6.ヤ レ揃たあよ (ソレ)四 本のキネが ヤ レ稲の出穂より (ソレ)よ く揃た


